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新発田駅前複合施設の管理運営について、市民の皆さまから広く提案やご意見をいただき、「管理運営方針」

の検討に反映していくための管理運営ワークショップを開催しています。 

ワークショップは全５回を予定しており、施設の利用の仕方等について、グループワークによる意見交換

を行います。 

※ワークショップの回数等については、変更する場合があります。 

 

 

８月９日に行われた第３回ワークショップでは、前半に塩尻市市

民交流センター長の伊東直登氏による講演会を行い、後半に「複合

施設の使い方やルールを考えよう！」というテーマで参加者によ

る意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プログラム 

日時：平成 2６年８月９日（土）13:30～17:00 

会場：地域交流センター 3 階大ホール 

●開会 

●講演会（100 分） 

「テーマ：複合施設の管理運営と市民参画」 

講師：塩尻市市民交流センター「えんぱーく」 

センター長 伊東 直登氏 

●ワークショップ（85 分） 

「複合施設の使い方やルールを考えよう！」 

・第 2 回のふりかえり 

・実施設計の概要及びプログラムの説明 

・ワークショップ 

●今後の予定・閉会 

第４回ワークショップ 

日時：１０月２日（木）18：30～21：00  

会場：生涯学習センター 多目的ホール 

●ワークショップ 

「複合施設の使い方やルールを考えよう！②」 

■ 次回以降の予定 

■ 第３回ワークショップ 

■ 管理運営ワークショップについて 

第５回ワークショップ 

日時：１０月２３日（木）18：30～21：00  

会場：生涯学習センター 多目的ホール 

●ワークショップ 

「どう考える!? 複合施設と市民参画」 

講演会の様子 

※ワークショップのテーマは、変更する場合があります。 

ワークショップの様子 
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後半のワークショップでは、「複合施設の使い方やルールを考えよう！」というテーマで、以下についての

意見交換を行いました。 

［施設管理について］ 

①開館時間、 ②休館日、 ③貸施設のルール（貸出単位等）、 ④飲食、 ⑤その他 

管理運営方針の関連項目 主な意見 

①開館時間 

図書館 

・最近の時流に流されて、長く開館するのはよくない。職員の働き方も考え、

節度を持った対応が必要。 

・社会人としてはせめて午後８時頃まで開けておいてほしい。 

・開館時間は午前 8 時 30 分～午後８時 30 分位がよい。午後１０時まで高

校生が図書館に居るのはよくない。 

施設全体 

・機能によって開館時間に差があってもよい。１階エントランスの部分は朝

早く午前６～７時頃から開館してもよい。駅前にあったドーナツ屋は朝早

くから客が入っていたから需要はあると思う。 

・新発田駅前の複合施設ということを考えれば、１階部分は午前６時くらい

に開館し、午後８～９時頃まで毎日自由に使えるとよい。高校生も使える

し、待ち合わせの場所としても使える。 

②休館日 

図書館 

・図書館は利用者がいないからこそできる仕事があるので、週１日は休館日

がある方がよい。図書館は利用者が来ない日をつくった方がよい。 

・休館日は月曜日以外の平日１日がよい。月曜は祝日が多く、月曜休館だと

祝日に利用したくてもできない。周辺の図書館も月曜休みが多い。新発田

市では生涯学習センターも月曜が休みなので、子どもたちが月曜日に勉強

をする場がない。 

・司書のワークライフバランスも考えて平日週１日の休みは必要である。周

知を徹底すれば平日１日休みがあっても苦情は来ない。 

施設全体 

・費用対効果を意識して週１日程度の休館日を設けるべきではないか。 

・週に１日は休館してしっかりと施設のメンテナンスを行ってほしい。 

・民間企業等の休日も考慮して休館日を決めてほしい。 

・行政がサービス充実させると民間企業が圧迫される。（週１日の休館など）

ある程度不便にすることで民間企業が育っていく。 

・休館日は月１日と年末年始は必要だが、曜日を限定してしまうと利用でき

ない人がいる。 

・新発田の玄関口的な機能を担うのは１階エントランスの部分であり、年中

無休に近いかたちが理想。それに対して 2・3 階は違うので週１日の休館

日を設ける。 

・１階エントランスはいつでも利用できるようにし、休館日は全館同じ月１

日と決めた方が、市民も分かりやすい。 

・事例の中に休館日が月１日の施設があるが、全体の休みはその程度でよい。 

・子育て支援は待ったなしなので、子育て機能部分は月１日ぐらいは設備の

点検などで休みが必要かもしれないが、基本的には年間通して営業するの

がよい。 

・休館日はいらない。平日に休みをとると利用できない人もいる。 

※③貸施設のルール（貸出単位等）、④飲食、⑤その他については、時間の都合により意見交換ができませ

んでしたので、次回ワークショップで行います。 

■ ワークショップでの主な意見 


